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タイ国アルミニウム板圧延新工場第二期投資およびタイ国子会社の増資について 

 
古河スカイは、本日開催の取締役会において、タイ国東部ラヨン県アマタシティ工業団地内に建設中の

アルミニウム板圧延工場につき、第二期投資の決定をいたしました。 
 
昨年 11 月 4 日に、タイ国にアルミニウム板圧延工場を建設することを発表しましたが、第二期投資に

より鋳造工程からの一貫生産が可能となるため、冷間圧延以降の製造を行う第一期投資からさらなる製造
コストの低減と高品質を実現することが可能となります。これにより、グローバルな市場でも戦えるコス
ト競争力の獲得、最高品質の製品をグローバルに供給できる体制の構築を進めてまいります。 
本投資の主要設備である熱間圧延ラインは、2015 年 3 月の稼働開始を予定しており、生産能力は年間

約 18 万トン、第一期からの設備投資総額は 500 億円強となる見込みです。なお、工場建設資金について
は、自己資金を中心に必要に応じて金融機関などから調達する予定です。 

 
古河スカイは、｢2012中期経営計画｣において“成長する海外市場への的確な対応”を重点方針として掲

げております。このたびの東南アジアでの製造拠点拡充により、成長、拡大が著しいアジア市場の需要を
獲得することで、既存の北米、欧州、中国の製造拠点とあわせて、グローバル市場におけるアルミニウム
板圧延事業をさらに強化し、今後もさまざまなお客様のニーズにお応えしてまいります。 
 
 また、当該アルミニウム板圧延事業の運営会社であるタイ国の古河スカイ100％子会社Furukawa-Sky 
Aluminum(Thailand)Co.,Ltd.に対し、投資金額の一部について古河スカイ出資による24億4千万バーツ（約
64.5億円）の増資を行うことを、同時に決定いたしました。 
 

＜新工場の概要＞ 
建設場所：タイ国ラヨン県アマタシティ工業団地内 
生産能力：年間約18万トン 
工場建設費：500億円強（第一期および第二期） 
建設開始：2013年2月予定（第二期） 
操業開始：2015年3月予定（第二期） 
事業内容：アルミニウム板圧延品の製造・販売 
 

＜Furukawa-Sky Aluminum（Thailand）Co．，Ltd．の概要＞ 
所 在 地：タイ国アユタヤ県ロジャーナ工業団地内 
代 表 者：土屋博範（古河スカイ取締役製板事業部長） 
資 本 金：12億1千万バーツ（約30億2千万円） 

（本件増資前） 
事業内容：アルミニウム圧延品の製造･加工･販売 
設  立：2010年2月4日 

 
※本年度の業績に与える影響は軽微です。 

 
以上 


